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１ 土木施設除草業務の発注基準の改定



⚫ 発注金額が５００万円以上から１０００万円未満の電子入札の参加
について、これまでの手続きとの相違点は以下の３点となります。

２ 土木施設除草業務でＪＶとして入札に参加する手続き

◆ 発注の有無について自ら検索する必要があります

・これまでは県から入札案件について指名通知を行って
いましたが、今後、一般競争入札となる案件については
各受注者で、案件について、電子入札システムにより
検索いただく必要があります。

◆ ＪＶ名により入札する必要があります

・発注形態が２者ＪＶとなるため、入札時にＪＶ名を入力
する必要があります。
・また、各受注者は２つ以上の共同企業体の構成員として
入札に参加することはできません。
・２つ以上の共同企業体の構成員として、この工事の入札に
参加していた場合は失格となります。

◆ 落札候補者となった場合の提出資料に違いがあります

・これまでに追加して、「委任状」及び「特定建設工事共同
企業体の構成に関する協定書」を提出いただく必要があり
ます。
・配置予定技術者について構成員ごとに配置していただく
必要があります。



⚫ 発注金額が５００万円以上から１０００万円未満の電子入札の参加
については、具体的に以下の手続きになります。

２ 土木施設除草業務でＪＶとして入札に参加する手続き

【奈良県公共工事等電子入札 受注者向け操作マニュアル＜一般競争入札方式（参加申請なし）の操作手順＞】参照

入札時

１．入札書・・・ＪＶ代表者が特定建設工事共同企業体名で入札

２．工事費内訳書（様式２）（ＪＶ用）

事後審査時

☆落札候補者が提出する必要な書類は、以下のとおり

１．競争入札参加資格確認申請書等

①競争入札参加資格確認申請書（様式Ｓ１－２）（ＪＶ用）

②委任状（参考様式）

③特定建設工事共同企業体の構成に関する協定書（様式Ｓ２）
→原本３部（代表企業・構成員・発注者）作成

④配置予定技術者の資格・工事経歴報告書（様式Ｓ４）
→構成員ごとに作成
（添付書類）・技術者の資格を証する書面の写し又は

実務経験証明書
・３か月以上の雇用関係を証明する書類の写し

⑤現場代理人報告書（様式Ｓ８）
→構成員のいずれかで作成
主任技術者と現場代理人は兼任可

２．施工体制確認調査書類

①施工体制確認調査報告書（様式１）

②工程計画（様式３）



２ 土木施設除草業務でＪＶとして入札に参加する手続き

【参考】電子入札システムによる操作方法（案件検索）

①

②

③

①工事の「一般競争入札（参加申請なし）」にチェック
②工事種別の「除草業務」を選択
③「入札状況一覧」を選択
④入札したい案件の「入札書提出」を選択

④



２ 土木施設除草業務でＪＶとして入札に参加する手続き

【参考】電子入札システムによる操作方法（入札）

※ＪＶの代表者により、以下の点に注意し入札してください。

①「ＪＶ参加」にチェック
②「企業体名称」にＪＶ名を入力

①
②


